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	報告者：盛田　沙織、山田　忍

	講義内容：「精神保健福祉法に関して」　　　講師：清水　博己Ｇ.Ｏ.Ｍ　　

	日　　時：平成18年8月9日（水）17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟４Fメモリアルホール

	内　　容：①精神保健福祉法によるサービス体系の説明

　　　　　　　②精神保健福祉法が出来るまでの精神障害者の処遇と法律

　　　　　　　③人権・権利の説明

　　　　　　　④現在の法律とその課題点

　　　　　　　⑤今後の改善点

・アンケート結果　参加義務者：１６６名

　　　　　　　　　当日勤務者：　３２名（遅番・夜勤・準夜・当直・デイナイト・ナイト）

　　　　　　　当日参加義務者：１３４名

参加認定者：１０５名（参加率７８％）

当日参加者：　７３名（参加率５４％）

アンケート提出者：　７３名（回収率１００％）

　　　　　欠席者：　２９名

1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった…44名

· 楽しかった…1名（複数回答者1）

· 難しかった…27名（複数回答者1名）

· 無回答…2名
2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 精神保健福祉法の内容を知り、精神障害者の人権がここ最近の法律改正でやっと認められたこと。また、社会から偏見の目で見られ、明治時代は私宅監置という人権を無視した制度を国が行ったことには非情に残念だと感じた。

· 「精神保健福祉法」という法律によって精神障害者の人権が守られている部分が大きいと感じた。

· 精神保健福祉を取り巻く問題点について学べた。

· 昭和４０年代には、精神障害者に対しての法律改定が多く、精神障害者の人権を擁護しようとする動きがあったこと

· 精神の法律について何も知らなかったので知る事ができてよかった。

	· 保護者に対する支援について

· 障害者の基本的人権を考える意義

· それぞれの障害で手帳が違う事を知った。又、顔写真がないことも知った。

· 法の改正を繰り返し、人権擁護の体制が整ってきたことから社会復帰できる患者が多くなってきたのではないか？

· 今後の問題点として人権侵害事件の再発、受け皿となる社会復帰施策・対象者の増大とサービス提供体制の縮小保護者に対する支援などが考えられるという点

３．質問したいと感じた事

· 「今後に向けて」の部分で「医療確保の為の援助」の中身が知りたかった。

· 「自立支援法」と社会復帰施設との関連性。

· 精神障害を抱えた高齢者を地域で支えていく為にはどのような支援が行われているか。又は考えられるか。

· 今後に向けての説明

（精神障害者の人権に配慮した保健医療福祉サービスの確保）

（市町村を中心とした施策の確立）

4． 感想

· 精神障害者の人権を擁護していく事の大切さを知った。

· 法の改正を繰り返す事により精神障害に対して大きな展開があった事をしり、それと伴い、病院も変わってきているのだと感じた。

· 人権侵害の事件に関しても知らないことが多く、この場で知ることができてよかった。

· 今後の自立支援法とのつながりがどのようになっていくのか心配な部分も多い。

· 今後に向け、精神障害者の人権に配慮した医療保健福祉サービスの確保は大切だと思った。

· サービスを提供する側は感じていない人権侵害の点でも、サービスを受ける側がそう感じる事も多々あるのだと思う。患者様の側に立ち支援する…簡単のようでとても難しい、永遠のテーマです。

· 人権については、関わる支援者は意識・知識をしっかりともっていかなければいけないと感じた。障害者手帳に写真が載っていない事は人権を守る為だということや、閉鎖病棟も拘束とされる事を知った。

· 普段勤務していて、差別的な対応をしてしまうこともある。確かに閉鎖的なイメージは強いが、党員での活動を見ていると自立を向けて様々な援助を行っており、すごい事だと感じた。

· 精神保健福祉法は精神障害を持っている方々にとっては自分を守るために必要な法律であると改めて分かった。

· 精神保健福祉法という現法律に関してだけでなく、これまでの経過の説明を行っていただいた事により、理解しやすかった。精神障害者の人権に対しての考え方が変わってきた事を知りました。

· 精神病院において人権侵害をしている事は多い。以前働いていた職場も事件となり取り上げられた事があり、人事ではないと強く感じている。

· レベルが高い問題で難しかったです。「その様な実状なんだ」としか受け止められませんでした。しかし、人権問題だけは自分なりに考えることが出来ました。

· 今後社会資源を充実し、患者様の受け入れ態勢を整え、短期入院傾向に移行できればと思います。

· 法律に関することは知らないことが多く難しいと感じるが、自分の仕事に関することも多いと感じるため、「勉強しなければならない」と感じた。

· 精神に関する法律が出来ても何か事件が起きてから改正・新制度の施行となっており、再発の危険性も常に考えられるという現在の問題点ではまだ完璧な制度ではなく、精神障害者が安心して生活できる場が確保されていないと感じた。

· 初めて精神保健福祉手帳を見ることが出来た。

· 臨床の場では法律について感じることは少ないと思うが、今の精神医療体制が出来るまでの歴史を学び、患者様の人権を改めて考える機会となった。

· 人権の平等は普段私たちが看護するにあたり、疾病であるけども人間としての看護を改めて感じさせられました。

· 人権については、入院しているから安心だけど人権は確保されていないし、自由に生活できるからといって人権が保護されているとはいえないと思う。「障害者だから」「健常者だから」という枠ではなく、一人の人としてみた『人権とは』『人とは』という点を考えることが大切ではないかと思う。

· 精神科のニーズが高まり、患者様が増えると職員への質がさらに問われる時代が来ると感じた。

· 時間はかかっているが、確実に障害者の事を考えた法律となっていた事を感じた。

· 地域との連携など今後の問題点も多くあると思う。社会資源など有効に利用できるよう私たちも知識を持ちたいと思う。

· 精神障害者の偏見や差別は地域住民だけでなく家族や病院スタッフにも多いのだと感じた。

· 全く知らない事ばかりで言葉の意味が分からない部分もあったのでもう少し詳しく説明して欲しかった。

· 自分の職種以外の人の話しが聞けためになったと思う。

5． 今後のテーマの希望

· 精神福祉法で義務付けられていることの具体的な内容

· 精神障害に対しての様々な知識

· 「障害者自立支援法」について詳しく説明して欲しい。

· その他の精神疾患に係る法律についての研修

· 人格障害の根底（なぜ社会に残虐な事件が起こるのか？）

6． 今回の研修の反省点

　・掲示板やメールでのお知らせの時期は委員会で統一していた方が安心して進めやすい。

　・研修開始時にアンケートを受け取り、その場で直ぐに記入し、外部へ出るといった方が見受けられる部分もあったので、『アンケートの受け取りを研修終了時に職員が受け取る』『研修終了時にアンケートを一人一枚提出したか確認する』『アンケートを研修終了時に配布する』『掲示板やメールなど研修のお知らせなどに留意事項を記載する。

　・研修開始時間に間に会わなかった方には、その理由の明確化の為、口頭や記入方式で理由を述べていただく必要もあるのではないか？

　・マイクの音量がやや低いとも感じられたので、アンケート用紙には研修自体のアンケートをとり、参加者の不満や要望をとることも考える。また、その際には丸付けにする等回答しやすい様式にする。

　・会場内は気温は適温であったが、外部は気温が高い為、講師や体調の悪い方には水分を用意することも考えられたのではないか？

　・今回の講師は次回の伝達講習の講師と重なっている為講師の方から次回の予告があったが、決定している題目や日程があれば連絡することが望ましい。




